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今
回
の
補
正
は
、
歳
入
で
は
5
億

円
を
超
え
る
法
人
市
民
税
の
減
を
他

の
財
源
で
補
完
す
る
こ
と
、
歳
出
で

は
、
①
小
川
西
町
の
都
市
防
災
推
進

事
業
の
用
地
購
入
、
②
小
平
市
土
地

開
発
公
社
の
経
営
健
全
化
計
画
に
沿

い
、
仲
町
第
2
公
園
用
地
等
の
購
入
、

③
流
域
下
水
道
維
持
管
理
負
担
金
の

増
等
に
よ
る
繰
出
金
の
増
額
、
④
大

沼
町
の
東
京
ガ
ス
武
蔵
野
苑
を
練
習

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
た
F
C
東
京
に
、

出
資
金
百
万
円
を
計
上
し
た
こ
と
な

ど
が
主
な
内
容
で
す
。
ま
た
、
都
市

計
画
道
路
3
・
4
・
12
及
び
21
号
線

整
備
事
業
で
は
、
土
地
収
用
に
係
る

繰
越
明
許
費
を
設
定
し
ま
し
た
。

補
正
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1

億
2
千
5
百
38
万
8
千
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
4
百
87
億

7
百
3
万
3
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

保
険
給
付
費
の
減
額
と
、
要
介
護

等
認
定
申
請
件
数
の
減
に
よ
る
認
定

事
務
関
連
経
費
の
減
額
、
及
び
介
護

給
付
費
準
備
基
金
積
立
金
を
増
額
す

花
小
金
井
駅
北
口
都
市
基
盤
整
備

事
業
の
、
①
小
平
都
市
計
画
道
路
、

②
小
平
市
道
、
③
小
平
市
公
共
下
水

道
の
3
事
業
に
つ
い
て
、
都
市
基
盤

整
備
公
団
か
ら
、
公
団
事
業
と
の
整

備
時
期
の
整
合
を
図
る
た
め
、
公
団

が
施
行
し
た
い
と
の
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
方
法
は
、
事
業
費
の
一

部
を
、
完
成
後
に
長
期
の
年
賦
払
い

で
公
団
に
支
払
う
こ
と
と
な
り
、
毎

年
度
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
、
整
備
も
短
期
間
で
完
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
市
に
と
っ

て
も
有
効
な
手
法
と
考
え
る
た
め
、

市
に
か
わ
っ
て
公
団
が
直
接
施
行
す

る
こ
と
に
同
意
を
す
る
も
の
で
す
。

事
業
予
定
期
間
は
、
平
成
14
年
度

か
ら
17
年
度
末
で
す
。

る
も
の
で
す
。

補
正
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2

億
6
千
2
百
18
万
5
千
円
を
減
額
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
52
億
9
千

87
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

医
療
費
の
支
払
い
が
増
加
傾
向
に

あ
る
た
め
、
必
要
額
を
補
正
し
ま
す
。

補
正
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
4

千
3
百
87
万
5
千
円
を
増
額
し
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
百
8
億
3
千
9

百
32
万
6
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

国
の
補
正
予
算
を
受
け
、
平
成
14

年
度
に
予
定
し
て
い
た
公
共
下
水
道

雨
水
整
備
事
業
の
一
部
を
前
倒
し
で

執
行
す
る
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

補
正
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2

億
1
千
8
百
30
万
円
を
増
額
し
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
、
60
億
2
千
4

百
16
万
3
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

検
針
委
託
員
の
減
員
等
に
よ
る
委

託
料
の
減
額
、
及
び
給
水
管
布
設
が

え
工
事
等
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

補
正
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1

億
5
千
2
百
万
円
を
減
額
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
は
、
14
億
6
千
2
百

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
11
年
5
月
21
日
に
設
置
以
来

13
回
に
わ
た
り
、
付
議
事
項
に
つ
い

て
調
査
、
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

第
10
回
　
6
月
19
日

○
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

○
都
営
住
宅
建
て
か
え
に
つ
い
て

○
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

○
年
間
日
程
の
協
議
に
つ
い
て

第
11
回
　
9
月
18
日

○
市
内
視
察

○
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

○
都
営
住
宅
建
て
か
え
に
つ
い
て

○
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

第
12
回
　
11
月
21
日

議案に対する各会派の賛否

議案番号 件　　　　　　　　　　名 フォ 政和 公ク 共産 緑ネ 市民 議決結果
（7人） （6人） （5人） （4人） （4人） （1人）

第52号 小平市議会委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第53号 多摩地域の保健所再編整備案に反対する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第54号 特定施設入所者生活介護事業者の指定のあり方等の改善を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第55号 小平市議会会議規則の一部を改正する規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

3月定例会
〈議員提出議案〉 ○：賛成　×：反対 （ ）内は各会派の議員数　※フォーラム小平の会派所属議員数は議長を除く数

会派名略称 フォ：フォーラム小平 政和：政和会 公ク：公明党小平元気クラブ 共産：日本共産党市議団
緑ネ：緑・生活者ネット 市民：市民クラブ

〈市長提出議案〉

議案番号 件　　　　　　　　　　名 フォ 政和 公ク 共産 緑ネ 市民 議決結果

第 1 号 平成13年度小平市一般会計補正予算（第5号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第 2 号 平成13年度小平市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第 3 号 平成13年度小平市介護保険事業特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決
第 4 号 平成13年度小平市下水道事業特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第 5 号 平成13年度小平市受託水道事業特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第 6 号 平成14年度小平市一般会計予算 ○ ○ ○ × × ○ 原案可決
第 7 号 平成14年度小平市国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ × × ○ 原案可決
第 8 号 平成14年度小平市老人保健特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決
第 9 号 平成14年度小平市介護保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決
第10号 平成14年度小平市下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決
第11号 平成14年度小平市受託水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第12号 政治倫理の確立のための小平市長の資産等の公開に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第13号 小平市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第14号 小平市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第15号 公益法人等への小平市職員の派遣等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第16号 小平市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第17号 小平市税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第18号 小平市小口事業資金融資条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第19号 小平市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第20号 小平市下水道条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第21～33号 市道路線の認定（第C―174号線ほか12路線の認定） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第34号 小平市監査委員の選任同意 ○ ○ ○ × ○ ○ 同　　意
第35号 都市基盤整備公団が都市基盤整備事業を施行することの同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第36号 都市基盤整備公団が都市基盤整備事業を施行することの同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第37号 都市基盤整備公団が都市基盤整備事業を施行することの同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第38号 平成13年度小平市一般会計補正予算（第6号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平
成
13
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
5
号
）

平
成
13
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

平
成
13
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

平
成
13
年
度
受
託
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

都
市
基
盤
整
備
公
団
が
都
市
基

盤
整
備
事
業
を
施
行
す
る
こ
と

の
同
意

平
成
13
年
度
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方

公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
が

制
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、

①
公
益
法
人
の
業
務
が
市
の
事
務
等

と
密
接
な
関
連
を
有
し
、
か
つ
地
方

公
共
団
体
が
公
益
法
人
へ
の
人
的
援

助
を
必
要
と
認
め
た
場
合
、
地
方
公

共
団
体
の
身
分
を
有
し
た
ま
ま
派
遣

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
②
職
員
に
は
、

派
遣
に
当
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
同
意

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
③
派
遣

期
間
は
3
年
以
内
と
し
、
5
年
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
延
長
で
き
る
、
④

派
遣
職
員
の
給
与
は
、
派
遣
先
で
支

給
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

任
期
満
了
と
な
る
監
査
委
員
を
引

き
続
き
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、

次
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

小
平
市
監
査
委
員

田
村
浩
三（
た
む
ら
こ
う
ぞ
う
）氏

東
京
都
十
一
市
競
輪
事
業
組
合
議
会

議
員小

島
和
夫
議
員

桜
田
　
誠
議
員

東
京
都
四
市
競
艇
事
業
組
合
議
会
議

員
小
島
和
夫
議
員

桜
田
　
誠
議
員

S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S花小金井駅北口

公
益
法
人
等
へ
の
小
平
市
職
員

の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例

同
　
　
　
　
　
意

議
　
会
　
人
　
事

○
近
隣
先
進
市
視
察

・
調
布
市
（
国
領
駅
南
地
区
第
一
種

市
街
地
再
開
発
事
業
）

第
13
回
　
1
月
23
日
〜
25
日

○
先
進
市
視
察

・
堺
市
（
堺
市
駅
前
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
）

・
大
阪
市
（
大
阪
ガ
ス
実
験
集
合
住

宅
N
E
X
T
21
）

・
彦
根
市
（
夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ

ー
ド
）

第
10
回
　
6
月
22
日

○
市
内
公
共
交
通
網
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て

○
年
間
日
程
の
協
議
に
つ
い
て

第
11
回
　
9
月
19
日

○
市
内
視
察

○
市
内
公
共
交
通
網
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て

第
12
回
　
11
月
22
日

○
近
隣
先
進
市
視
察

・
西
東
京
市
（
キ
ャ
ン
バ
ス
）

第
13
回
　
1
月
23
日
〜
25
日

○
先
進
市
視
察

・
桑
名
市
（
K
バ
ス
）

・
安
城
市
（
あ
ん
く
る
バ
ス
）

・
浜
松
市
（
公
共
交
通
網
整
備
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
）

前
回
の
中
間
報
告
（
平
成
13
年
2
月

26
日
）
以
降
の
経
過
は
次
の
と
お
り

で
す
。

そ
の
ほ
か
の

議

案

―
都
市
基
盤
整
備
調
査
特
別
委
員
会
―

委
員
長
　
　
石
川
　
紀

―
公
共
交
通
網
整
備
調
査
特
別
委
員
会
―

委
員
長
　
　
桜
田
　
誠

特
別
委
員
会
中
間
報
告

特
別
委
員
会
中
間
報
告 
特
別
委
員
会
中
間
報
告 


